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【ＦＩ】
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【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年12月14日(2020.12.14)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管状反応器システムにおけるフリーラジカル高圧重合プロセスから形成されるエチレン
ホモポリマーを生成するためのプロセスであって、
　前記プロセスが、第１の管状反応ゾーン１及び最終管状反応ゾーンｉを含み、ｉが（≧
）３以上である、反応構成で、かつ高圧重合条件下で、エチレン及び少なくとも１つのフ
リーラジカルを含む反応混合物を重合させることを含み、「前記重合の入口圧力」が、［
１８００バール＋（１００バール×反応ゾーン数）］以上であり、前記第１の反応ゾーン
１が、≧３２０℃のピーク温度を有し、前記最終反応ゾーンｉが、≦２９０℃のピーク温
度を有し、
前記ホモポリマーが、以下の特性：
　（Ａ）０．９１９０～０．９２５０ｇ／ｃｃ未満の密度、
　（Ｂ）前記ポリマーの総重量に基づき、２．６重量％以下であるヘキサン抽出物レベル
、
　（Ｃ）以下の方程式：
　　Ｇ’≧Ｄ＋Ｅ［ｌｏｇ（Ｉ２）］（式中、Ｄ＝１５０Ｐａ、及びＥ＝－６０Ｐａ／［
ｌｏｇ（ｄｇ／分）］）を満たすＧ’（Ｇ”＝５００Ｐａ、１７０℃における）、ならび
に
　（Ｄ）１．０～２０ｄｇ／分のメルトインデックス（Ｉ２）を含み、
前記Ｉ２はＡＳＴＭ　Ｄ１２３８、条件１９０℃／２．１６ｋｇに従って測定される、
プロセス。
【請求項２】
　前記ホモポリマーが、
以下：
　（１）前記エチレン系ポリマーの総重量に基づき、（Ａ＋（Ｂ＊密度（ｇ／ｃｃ））＋
（Ｃ＊ｌｏｇ（ＭＩ）ｄｇ／分））（式中、Ａ＝２５０．５重量％、Ｂ＝－２７０重量％
／（ｇ／ｃｃ）、Ｃ＝０．２５重量％／［ｌｏｇ（ｄｇ／分）］、ＭＩはＡＳＴＭ　Ｄ１
２３８、条件１９０℃／２．１６ｋｇに従って測定されるメルトインデックス）、または
　（２）前記ポリマーの総重量に基づき、２．０重量％、のうちの低い方よりも大きい、
ヘキサン抽出物レベルを有する請求項１に記載のプロセス。
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【請求項３】
　前記ポリマーが、１０００個の総炭素当たり０．１５のビニル基以下のビニル含有量を
有する、請求項１または２に記載のプロセス。
【請求項４】
　ｉが、≧４である、請求項１～３のいずれか１項に記載のプロセス。
【請求項５】
　Ｚ１の移動活性を有する第１のＣＴＡ（連鎖移動剤）系が、管状反応ゾーン１に供給さ
れ、Ｚｉの移動活性を有する第２のＣＴＡ系が、管状反応ゾーンｉに供給され、Ｚ１／Ｚ
ｉ比が、０．７以上であり、ここで、
【数９】

であり、ｊ≧１であり、ｎｃｏｍｐｉは、反応器ゾーンｉ内のＣＴＡの総数であり、連鎖
移動活性定数（Ｃｓ）は、参照圧力（１３６０ａｔｍ）及び参照温度（１３０℃）での反
応速度の比Ｋｓ／Ｋｐであり、

【数１０】

　は、「ｉ 番目の反応器ゾーンに注入されるｊ 番目のＣ Ｔ Ａ のモル量」であり、
【数１１】

は、「ｉ 番目の反応器ゾーンに注入されるエチレンのモル量」である、
請求項１～４のいずれか１項に記載のプロセス。
【請求項６】
　Ｚ１の移動活性を有する第１のＣＴＡ系が、管状反応ゾーン１に供給され、Ｚｉの移動
活性を有する第２のＣＴＡ系が、管状反応ゾーンｉに供給され、前記Ｚ１／Ｚｉ比が、１
．３以下であり、
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【数１２】

であり、ｊ≧１であり、ｎｃｏｍｐｉは、反応器ゾーンｉ内のＣＴＡの総数であり、連鎖
移動活性定数（Ｃｓ）は、参照圧力（１３６０ａｔｍ）及び参照温度（１３０℃）での反
応速度の比Ｋｓ／Ｋｐであり、

【数１３】

　は、「ｉ 番目の反応器ゾーンに注入されるｊ 番目のＣ Ｔ Ａ のモル量」であり、

【数１４】

は、「ｉ 番目の反応器ゾーンに注入されるエチレンのモル量」である、
 
請求項１～５のいずれか１項に記載のプロセス。
【請求項７】
　Ｚ１の移動活性を有する第１のＣＴＡ系が、管状反応ゾーン１に供給され、Ｚｉの移動
活性を有する第２のＣＴＡ系が、管状反応ゾーンｉに供給され、前記Ｚ１／Ｚｉ比が、（
０．８－０．２＊log（Ｃｓ））以下であり、式中、Ｃｓが、０．０００１～１０の範囲
内であり、ここで、
【数１５】

であり、ｊ≧１であり、ｎｃｏｍｐｉは、反応器ゾーンｉ内のＣＴＡの総数であり、連鎖
移動活性定数（Ｃｓ）は、参照圧力（１３６０ａｔｍ）及び参照温度（１３０℃）での反
応速度の比Ｋｓ／Ｋｐであり、
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【数１６】

　は、「ｉ 番目の反応器ゾーンに注入されるｊ 番目のＣ Ｔ Ａ のモル量」であり、
【数１７】

は、「ｉ 番目の反応器ゾーンに注入されるエチレンのモル量」である、
請求項１～６のいずれか１項に記載のプロセス。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
  本発明は、管状反応器システムにおけるフリーラジカル高圧重合プロセスから形成され
るエチレンホモポリマーを提供し、該ホモポリマーは、以下の特性：
  （Ａ）０．９１９０～０．９２５０ｇ／ｃｃ未満の密度、
  （Ｂ）ポリマーの総重量に基づき、２．６重量％以下であるヘキサン抽出物レベル、
  （Ｃ）以下の方程式：
　　　　Ｇ’≧Ｄ＋Ｅ［ｌｏｇ（Ｉ２）］（式中、Ｄ＝１５０Ｐａ、及びＥ＝－６０Ｐａ
／［ｌｏｇ（ｄｇ／分）］）を満たすＧ’（Ｇ”＝５００Ｐａ、１７０℃における）、な
らびに
　　（Ｄ）１．０～２０ｄｇ／分のメルトインデックス（Ｉ２）を含む。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
  一実施形態において、エチレンホモポリマーは、以下：
  （１）エチレン系ポリマーの総重量に基づき、（Ａ＋（Ｂ＊密度（ｇ／ｃｃ））＋（Ｃ
＊ｌｏｇ（ＭＩ）ｄｇ／分））（式中、Ａ＝２５０．５重量％、Ｂ＝－２７０重量％／（
ｇ／ｃｃ）、Ｃ＝０．２５重量％／［ｌｏｇ（ｄｇ／分）］）、または
　　（２）ポリマーの総重量に基づき、２．０重量％、のうちの低い方よりも大きい、ヘ
キサン抽出物レベルを有する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
  一実施形態において、Ｚ１の移動活性を有する第１のＣＴＡ系は、管状反応ゾーン１に
供給され、Ｚｉの移動活性を有する第２のＣＴＡ系は、管状反応ゾーンｉに供給され、Ｚ
１／Ｚｉ比は、（０．８－０．２＊ｌｏｇ（Ｃｓ））以下であり、式中、Ｃｓは、０．０



(5) JP 2018-522972 A5 2021.1.28

００１～１０、または０．００１０～８．０、または０．００５０～６．０、または０．
０１０～１．００、または０．０１０～０．５００の範囲内である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
  一実施形態において、Ｚ１／Ｚｉ比（ｉ≧３であり、ｉは、最終反応ゾーンである）は
、≦１．３、または≦１．２、または≦１．１である。一実施形態において、Ｚ１／Ｚｉ
比（ｉ≧３であり、ｉは、最終反応ゾーンである）は、≧０．１、または≧０．２、また
は≧０．３である。一実施形態において、Ｚ１／Ｚｉは、≦（０．８－０．２＊ｌｏｇ（
Ｃｓ））であり、式中、Ｃｓは、０．０００１～１０の範囲内である。一実施形態におい
て、Ｚ１／Ｚｉは、≦（０．７５－０．２＊ｌｏｇ（Ｃｓ））であり、式中、Ｃｓは、０
．０００１～１０の範囲内である。一実施形態において、Ｚ１／Ｚｉは、≦（０．７－０
．２＊ｌｏｇ（Ｃｓ））であり、式中、Ｃｓは、０．０００１～１０の範囲内である。一
実施形態において、プロセスは、エチレンが反応器通過毎に部分的にのみ変換または消費
されるため、エチレン効率を改善するための高圧及び低圧再利用ループを含む。典型的に
は、反応器通過毎の変換レベルは、２０％～４０％である。一実施形態において、重合は
、マルチゾーン反応器、ならびにエチレン対ＣＴＡ比及びしたがってポリマー特性を制御
するためにエチレンを供給する交互の位置を開示する、ＷＯ２０１３／０５９０４２に記
載される管状反応器において行われてもよい。エチレンは、所望のエチレン対ＣＴＡ比を
達成するために、複数の位置で同時に添加されてもよい。同様に、ＷＯ２０１３／０７８
０１８に記載されるポリマー特性を制御するために、ＣＴＡ添加点の追加は、慎重に選択
され得る。ＣＴＡは、所望のＣＴＡ対エチレン比を達成するために、複数の位置で同時に
添加されてもよい。一実施形態において、連鎖移動剤は、第１の、または第２の、または
第１及び第２の反応ゾーンに添加される。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５８】
【表１】

【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００８５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８５】
  Ｇ’、密度、及びヘキサン抽出物を予測するための相関の導出
  プロセスシミュレーションからの主要な出力に基づき、かつ測定されたポリマー特性に
基づき、本明細書に定義される種類のポリマーに対して効果的な経験的モデルが得られる
。市販のソフトウェアＪＭＰ（登録商標）ＰＲＯバージョン１１．１．１を使用して、線
形回帰を有するモデルが得られる。密度は、以下の方程式でモデル化される。密度［ｇ／
ｃｃ］＝０．９５４１－（０．００１１５２＊ＳＣＢ頻度［１／１０００Ｃ］）－（０．
０００５０２＊ＬＣＢ頻度［１／１０００Ｃ］）＋（０．００２５４７＊ｌｏｇ　ＭＩ［
ｄｇ／分］）方程式Ｇ。方程式Ｇによって計算される密度は、対応するポリマー試料中の
実際の測定された密度を表す。試料ＣＥ３’～ＣＥ１２’に基づき、このモデルは、０．
９７９の相関係数Ｒ２を有する。予測された密度は、測定された密度が利用可能である試
料を含む全ての試料に関して、表７に示される。Ｇ’（Ｇ’’＝５００Ｐａ、１７０Ｃに
おける）は、以下の方程式でモデル化される。Ｇ’（Ｇ’’＝５００Ｐａ、１７０Ｃにお
ける）（［Ｐａ］＝１０＾（２．０１１３－（０．２６１６＊ｌｏｇ　ＭＩ［ｄｇ／分］
）＋（０．０７１８６＊ＬＣＢ頻度［１／１０００Ｃ］）－（０．１９９５＊Ｚ１／Ｚｉ
）－（０．０１７６＊ｌｏｇ　Ｃｓ）））方程式Ｈ。方程式Ｈによって計算されるＧ’値
は、対応するポリマー試料中の実際の測定されたＧ’値を表す。試料ＣＥ３’～ＣＥ１２
’に基づき、このモデル（ｌｏｇ　Ｇ’形態で）は、０．９８６の相関係数Ｒ２を有する
。予測されたＧ’（Ｇ’’＝５００Ｐａ、１７０Ｃにおける）は、測定されたＧ’が利用
可能である試料を含む全ての試料に関して、表７に示される。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９９】
【表９】

本願は以下の発明に関するものである。
（１）　管状反応器システムにおけるフリーラジカル高圧重合プロセスから形成されるエ
チレンホモポリマーであって、前記ホモポリマーが、以下の特性：
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　（Ａ）０．９１９０～０．９２５０ｇ／ｃｃ未満の密度、
　（Ｂ）前記ポリマーの総重量に基づき、２．６重量％以下であるヘキサン抽出物レベル
、
　（Ｃ）以下の方程式：
　　Ｇ’≧Ｄ＋Ｅ［ｌｏｇ（Ｉ２）］（式中、Ｄ＝１５０Ｐａ、及びＥ＝－６０Ｐａ／［
ｌｏｇ（ｄｇ／分）］）を満たすＧ’（Ｇ”＝５００Ｐａ、１７０℃における）、ならび
に
　（Ｄ）１．０～２０ｄｇ／分のメルトインデックス（Ｉ２）を含む、エチレンホモポリ
マー。
（２）　ヘキサン抽出物レベルが、以下：
　（１）前記エチレン系ポリマーの総重量に基づき、（Ａ＋（Ｂ＊密度（ｇ／ｃｃ））＋
（Ｃ＊ｌｏｇ（ＭＩ）ｄｇ／分））（式中、Ａ＝２５０．５重量％、Ｂ＝－２７０重量％
／（ｇ／ｃｃ）、Ｃ＝０．２５重量％／［ｌｏｇ（ｄｇ／分）］）、または
　（２）前記ポリマーの総重量に基づき、２．０重量％、のうちの低い方よりも大きい、
上記（１）に記載のエチレンホモポリマー。
（３）　前記ポリマーが、１０００個の総炭素当たり０．１５のビニル基以下のビニル含
有量を有する、上記（１）または（２）に記載のエチレンホモポリマー。
（４）　上記（１）～（３）のいずれか１項に記載のエチレンホモポリマーを生成するた
めのプロセスであって、前記プロセスが、第１の管状反応ゾーン１及び最終管状反応ゾー
ンｉを含み、ｉが（≧）３以上である、反応構成で、かつ高圧重合条件下で、エチレン及
び少なくとも１つのフリーラジカルを含む反応混合物を重合させることを含み、「前記重
合の入口圧力」が、［１８００バール＋（１００バール×反応ゾーン数）］以上である、
プロセス。
（５）　前記第１の反応ゾーン１が、≧３２０℃のピーク温度を有し、前記最終反応ゾー
ンｉが、≦２９０℃のピーク温度を有する、上記（４）に記載のプロセス。
（６）　ｉが、≧４である、上記（４）または上記（５）に記載のプロセス。
（７）　Ｚ１の移動活性を有する第１のＣＴＡ系が、管状反応ゾーン１に供給され、Ｚｉ
の移動活性を有する第２のＣＴＡ系が、管状反応ゾーンｉに供給され、Ｚ１／Ｚｉ比が、
０．７以上である、上記（４）～（６）のいずれか１項に記載のプロセス。
（８）　Ｚ１の移動活性を有する第１のＣＴＡ系が、管状反応ゾーン１に供給され、Ｚｉ
の移動活性を有する第２のＣＴＡ系が、管状反応ゾーンｉに供給され、前記Ｚ１／Ｚｉ比
が、１．３以下である、上記（４）～（７）のいずれか１項に記載のプロセス。
（９）　Ｚ１の移動活性を有する第１のＣＴＡ系が、管状反応ゾーン１に供給され、Ｚｉ
の移動活性を有する第２のＣＴＡ系が、管状反応ゾーンｉに供給され、前記Ｚ１／Ｚｉ比
が、（０．８－０．２＊ｌｏｇ（Ｃｓ））以下であり、式中、Ｃｓが、０．０００１～１
０の範囲内である、上記（４）～（８）のいずれか１項に記載のプロセス。
（１０）　上記（１）～（３）のいずれか１項に記載のホモポリマーを含む組成物。
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